
広
島
芸
術
学
会
十
周
年
記
念
行
事
報
告

昨
年
(
平
成
八
年
)
は
、
広
島
芸
術
学
会
が
前
身
の
広
島
芸
術
学
研
究
会
時
代
の
五
年
間
を
含
め
て
十
周
年
を
迎
え
た
年
で
あ
っ

た
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
た
。

夏
の
大
会
は
「
芸
術
|
|
未
来
へ
」
と
い
う
テ

1
マ
の
も
と
に
二
日
間
に
わ
た
り
研
究
発
表
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。
そ

の
経
緯
に
つ
い
て
青
木
孝
夫
委
員
に
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
。

十
二
月
の
「
叩
年
の
軌
跡
展
」
と
い
う
芸
術
展
示
と
作
家
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
作
家
が
語
る
l
|
制
作
の
現
場
」
に
つ
い
て

は
実
行
委
員
長
の
入
野
忠
芳
氏
に
ま
と
め
て
い
た
だ
き
、
ま
た
出
品
作
家
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
今
後
の
参
考
の
た
め
に
掲
載
し
た
。

ま
た
、
夏
の
大
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

(
ポ
ス
タ
ー
)
と
、
冬
の
芸
術
展
示
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
巻
末
に
添
付
し
た
。

(
編
集
委
員
会

文
責

水
島
裕
雅
)
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広
島
芸
術
学
会
十
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て青

木

孝

夫

創
立
第
十
周
年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
広
島
事
術
学
会
の
大
会
行
事
の
中
、
主

術
学
の
過
去
を
反
省
し
、
現
在
を
検
討
し
、
未
来
を
展
望
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
、

と
し
て
二
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
簡
単
な
報
告
を
試
み
た
い
。

そ
の
歴
史
的
・
理
論
的
総
括
を
試
み
た
。

広
島
哲
術
学
会
は
研
究
者
と
市
民
と
作
家
の
〈
喜
術
を
核
と
す
る
〉
多
面
的
交
流

美
学
の
普
遍
的
形
市
上
的
特
色
に
比
べ
て
著
し
く
経
験
的
色
彩
を
帯
び
た
翠
術
学

を
一
方
に
掲
げ
、
他
方
で
喜
術
を
研
究
す
る
学
会
と
し
て
活
動
を
開
始
し
、
十
年
の

の
考
察
対
象
は
、
あ
る
意
味
で
世
界
中
に
及
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
学
の
出
自

は
紛
れ
も
な
く
西
欧
で
あ
り
、
西
欧
の
歴
史
と
文
化
の
現
実
か
ら
切
り
離
し
難
い
。

歳
月
を
経
た
。
そ
の
記
念
の
大
会
に
於
い
て
「
芸
術
学
の

1
0
0
年
」
と
題
し
、
富



学
の
理
論
枠
や
基
礎
概
念
や
考
察
の
実
質
的
展
開
を
考
え
て
み
れ
ば
、
今
な
お
こ
の

学
が
西
欧
中
心
で
あ
る
こ
と
、
西
欧
と
そ
の
学
的
活
動
が
思
考
と
言
説
の
参
照
枠
で

あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

そ
の
西
欧
の
伝
統
の
只
中
か
ら
璽
術
学
の
本
質
を
捉
え
た
研
究
報
告
・
「
か
た
ち

の
論
理
|
芸
術
学
の
1
0
0
年
|
」
(
金
田
菅
・
広
島
大
学
・
美
学
)
並
び
に
現
在
の

地
平
か
ら
学
の
展
望
を
試
み
た
研
究
報
告
・
「
芸
術
学
の
現
在
|
感
覚
・
メ
デ
イ

ア
・
異
文
化
か
ら
の
見
直
し
|
」
(
岡
林
洋
・
同
志
社
大
学
・
美
学
)
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
二
つ
の
報
告
を
縦
軸
に
、
こ
れ
に
交
錯
す
る
形
で
、
若
手
研
究
者
に
よ
る
三
つ

の
報
告
が
な
さ
れ
、
記
念
大
会
の
厚
み
が
増
し
た
。
即
ち
・
「
コ
ン
ラ
ッ
ト
・
ラ
ン

ゲ
の
美
学
理
論
」
(
清
永
修
全
・
広
島
大
学
大
学
院
・
嘗
術
教
育
)
・
「
ワ
イ
マ

1
ル

時
代
の
機
械
音
楽
」
(
奥
中
康
人
・
大
阪
大
学
大
学
院
・
音
楽
学
)
・
「
二
つ
の
「
根

源
」
の
近
さ
と
遠
さ
|
フ
ィ
ー
ド
ラ
!
と
ハ
イ
デ
ガ
l
の
間
」
(
高
梨
友
宏
・
帝
塚
山

学
院
大
学
・
美
学
)

の
三
本
で
あ
る
。

更
に
二
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
大
会
の
主
題
を
一
層
多
様
に
織
り
な
し
た
。

喜
術
学
の
成
立
・
発
展
し
た
1
0
0
余
年
は
、
当
の
学
問
や
暫
術
現
象
を
は
じ
め

政
治
・
経
済
や
軍
事
を
含
む
万
般
に
於
い
て
西
欧
中
心
主
義
ま
た
優
越
主
義
が
貫
徹

し
た
時
空
間
で
あ
っ
た
。
学
問
を
含
む
文
化
文
明
の
全
域
に
渡
り
西
欧
を
模
範
と
す

べ
き
価
値
尺
度
を
受
容
さ
ぜ
る
を
え
な
い
の
が
、
日
本
を
含
む
そ
の
他
の
地
域
の
宿

命
で
あ
っ
た
。
非
西
欧
的
文
化
圏
に
於
い
て
近
代
化
が
必
然
的
に
西
欧
化
た
ら
ざ
る

を
え
な
い
こ
と
は
、
権
利
の
問
題
で
は
な
く
事
実
上
の
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に

関
す
る
了
解
は
、
今
日
、
近
代
化
や
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
や
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の
認

識
を
介
し
て
い
よ
い
よ
深
ま
り
つ
つ
あ
る
。
「
芸
術
学
の
現
代
」
と
題
す
る
二
つ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
事
術
学
1
0
0
余
年
の
背
後
に
あ
る
上
記
の
歴
史
的
文
脈
を
踏
ま

え
て
い
る
。

非
西
欧
文
化
圏
の
文
化
は
、
美
術
を
初
め
と
し
て
、
西
欧
文
化
の
基
準
に
則
っ
て

観
念
的
・
制
度
的
に
創
出
さ
れ
て
き
た
。
「
土
着
」
の
感
性
や
「
異
文
化
と
し
て
の
美

術
」
も
西
欧
の
抱
く
他
者

(
H
異
文
化
)
に
関
す
る
表
象
に
あ
わ
せ
て
作
り
な
お
さ

れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
現
時
点
に
於
け
る
こ
の
種
の
認
識
に
は
、

1
0
0
年
以
上
に

渡
っ
て
営
ま
れ
て
き
た
西
欧
文
化
の
培
っ
た
視
線
を
植
民
地
を
初
め
非
西
欧
文
化

圏
で
の
文
化
伝
統
に
適
用
し
、
制
度
と
意
識
を
共
に
作
り
替
え
る
作
業
|
過
程
へ
の

反
省
が
あ
る
。
作
品
を
収
集
す
る
〈
美
術
館
〉
や
歴
史
を
叙
述
す
る
〈
美
術
史
〉

J¥ 

の
批
判
的
反
省
が
良
い
例
で
あ
る
。
だ
が
、
西
欧
中
心
の
文
化
表
象
の
力
学
を
問
い
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な
お
す
こ
と
は
、
批
判
や
道
徳
的
反
省
で
尽
き
る
も
の
で
は
な
く
、
異
文
化
交
流
の

シ
ス
テ
ム
を
問
う
こ
と
で
あ
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

H

「
芸
術
学
の
現
代
|
異
文
化
美

術
へ
の
視
線
」
が
扱
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
以
上
の
課
題
で
あ
っ
た
。

他
方
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

I
「
芸
術
学
の
現
代
|
メ
デ
ィ
ア
と
観
客
・
聴
衆
」
で
は
、

〈
日
本
〉
と
い
う
国
家
が
、
「
文
明
開
化
」
「
富
国
強
兵
」
と
い
う
歴
史
的
政
治
的
文
脈

に
於
い
て
、
〈
観
客
・
聴
衆
〉
と
い
う
平
等
の
四
民
つ
ま
り
国
民
と
そ
の
国
民
文
化
を

生
み
出
す
近
代
化
の
諸
相
を
検
討
し
た
。
そ
の
際
、
学
校
制
度
や
雑
誌
・
新
聞
や
ラ

ジ
オ
等
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
を
通
し
、
(
「
日
本
」
の
現
実
か
ら
遊
離
し
た
)

西
欧
舶
来
の
喜
術
や
制
度
が
、
「
日
本
の
伝
統
」
文
化
の
観
念
的
確
立
を
表
裏
一
体
的

に
促
し
つ
つ
、
他
方
で
〈
演
劇
〉
〈
音
楽
〉
〈
体
育
〉
等
、
多
分
に
問
題
を
苧
む
用
語

を
日
常
生
活
に
浸
透
さ
せ
、
西
欧
と
も
土
着
と
も
異
な
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
下
、
新
た



に
日
本
の
文
化
を
築
い
て
い
っ
た
こ
と
が
重
点
的
に
論
じ
ら
れ
た
。

以
上
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
・
協
力
い
た
だ
い
た
パ
ネ
リ
ス
ト
は
以
下
の
諸
氏

で
あ
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

I

「
芸
術
学
の
現
代
l
メ
デ
ィ
ア
と
観
客
・
聴
衆
」

0
青
木
孝
夫

(
広
島
大
学
・
演
劇
美
学
)

O
渡
辺
裕
(
東

O
樋
口
聡
(
広
島
大
学
・
ス
ポ
ー
ツ
美
学
)

京
大
学
・
音
楽
美
学
)

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

H

「
異
文
化
美
術
へ
の
視
線
」

0
稲
賀
繁
美
(
三
重
大
学
〔
国
際

日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
〕
・
比
較
文
化
)

O
閏
府
寺
司
(
広
島
大
学
〔
現
在
大
阪
大

学
〕
・
西
洋
美
術
史
)

O
千
野
香
織
(
学
習
院
大
学
・
日
本
美
術
史
)

O
吉
田
憲
司
(
国

立
民
族
学
博
物
舘
・
民
族
事
術
学
)

二
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
続
い
て
全
体
討
議
の
場
が
持
た
れ
た
。
両
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
一
堂
に
会
し
、
水
島
裕
雅
氏
(
広
島
大
学
・
比
較
文
学
)
の
司

会
で
、
会
場
と
の
質
疑
応
答
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
事
術
・
嘗
術
学
に

纏
わ
る
異
文
化
聞
の
〈
交
流
〉
〈
翻
訳
〉
現
象
が
、
歴
史
性
や
政
治
や
文
化
の
権
力
機

構
を
離
れ
た
客
観
的
或
い
は
無
記
的
な
も
の
で
は
な
く
、
絶
え
ず
研
究
主
体
や
市
民

に
よ
っ
て
基
準
や
言
説
の
姿
勢
が
問
わ
れ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
、
そ
の
状
況
が
最
早

近
代
国
民
国
家
の
枠
を
越
え
て
資
本
の
論
理
・
広
告
の
感
性
に
浸
透
さ
れ
つ
つ
あ
る

こ
と
、
そ
し
て
こ
の
状
況
か
ら
脱
却
す
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
は
存
在
し
な
い
な
が
ら
、
何

ら
か
の
意
味
で
の
望
み
そ
の
も
の
が
歴
史
的
状
況
の
中
で
暗
中
模
索
さ
れ
ざ
る
を
え

な
い
こ
と
が
更
め
て
確
認
さ
れ
た
、

と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

な
お
各
発
表
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
合
間
に
、
会
場
に
は
、
中
畝
み
の
り
(
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
)
と
青
山
万
知
子
(
ピ
ア
ノ
)

の
両
氏
に
よ
る
モ
ン
テ
ィ
「
チ
ャ
ル
ダ
ツ
シ

ユ
」
、
パ
ガ
ニ

l
ニ
「
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
」
他
が
艶
麗
に
奏
で
ら
れ
或
い
は
芦
仁
淑
氏
に

よ
る
韓
国
民
謡
の
朗
唱
が
響
き
わ
た
り
、
聴
衆
は
論
議
の
合
間
し
ば
し
心
を
和
ま
せ

え
た
こ
と
を
付
記
し
、
各
発
表
者
・
パ
ネ
リ
ス
ト
と
併
せ
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

寄
り温大
お司・ 33

(
あ
お
き
・
た
か
お

、、、
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